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弘
果
及
び
津
軽
り
ん
ご
市
場
に
お
い
て

４
月
25
日
、
令
和
６
年
産
り
ん
ご
の
止
市

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

６
年
産
り
ん
ご
は
、
主
力
の
ふ
じ
を
中

心
に
、
花
芽
不
足
や
カ
ラ
マ
ツ
（
不
受

精
）
の
発
生
で
、
結
実
量
が
低
下
し
、
側

果
対
応
に
よ
る
肥
大
の
バ
ラ
つ
き
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
サ
ビ
、
シ
ブ
果
が
多
く
、

昼
夜
の
寒
暖
差
が
小
さ
い
こ
と
か
ら
着
色

が
悪
く
下
位
等
級
品
の
割
合
が
多
く
な
り

ま
し
た
。
販
売
面
で
は
他
県
産
り
ん
ご
の

出
遅
れ
や
品
質
低
下
、
競
合
果
実
を
含
む

果
実
全
般
の
減
収
に
よ
る
品
薄
感
を
背
景

に
引
き
合
い
が
強
く
、
上
実
か
ら
下
位
等

級
品
ま
で
１
年
を
通
し
て
堅
調
に
取
引
さ

れ
、
そ
の
結
果
、
平
均
単
価
、
取
扱
金
額

は
過
去
最
高
と
な
り
ま
し
た
。

　

両
市
場
を
合
わ
せ
た
６
年
産
り
ん

ご
取
扱
数
量
は
、
６
５
５
万
９
４
２

箱
（
前
年
比
１
０
１
・
２
％
）、
１
箱
あ

た
り
の
平
均
単
価
は
６
８
０
２
円
（
同

１
１
１
・
５
％
）
と
な
り
、
取
扱
金
額

が
弘
果
で
は
２
９
９
億
４
３
５
８
万
円

（
同
１
１
５
・
２
％
）、
津
軽
り
ん
ご
市

場
で
は
１
４
６
億
１
５
９
４
万
円
（
同

１
０
８
・
６
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

令和６年産りんご止市令和６年産りんご止市

両市場ともに年産平均単価・取扱金額過去最高両市場ともに年産平均単価・取扱金額過去最高
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体
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時
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会

　

弘
果
グ
ル
ー
プ
関
係

団
体
（
９
団
体
）
で

は
、
３
月
下
旬
か
ら
５

月
上
旬
に
か
け
て
、
定

時
総
会
を
行
い
ま
し

た
。

　

各
団
体
の
総
会
で

は
、
令
和
６
年
度
の
事

業
報
告
と
収
支
決
算
、

今
年
度
の
事
業
計
画

案
、
予
算
案
が
そ
れ
ぞ

れ
審
議
、
可
決
さ
れ
、

令
和
７
年
度
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
読
み
上
げ
、
満

会
長
　
渋
谷
充　

ホ
ナ
ミ
出

荷
組
合
（
再
任
）

副
会
長
　
浜
山
浩
文　

雉
子

森
出
荷
組
合
（
再
任
）、

野
呂
勇　

上
稲
元
生
産
組
合

（
再
任
）

場
の
拍
手
を
以
て
採
択
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
左
記
１
団
体
で
は
、

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

青
森
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リ
ジ
ナ
ル
メ
ロ
ン

青
森
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ロ
ン

生
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連
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協
議
会

生
産
連
絡
協
議
会

弘果令和６年産りんご止市の様子弘果令和６年産りんご止市の様子

津軽りんご市場令和６年産りんご止市の様子津軽りんご市場令和６年産りんご止市の様子

　

弘
果
総
合
研
究
開
発
で

は
４
月
14
日
、
高
密
植
栽

培
試
験
を
実
施
し
て
い
る

津
軽
地
区
の
８
園
地
と
、

同
社
経
営
モ
デ
ル
園
で
雪

害
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

調
査
方
法
は
、
青
森
県
り

ん
ご
研
究
所
の
高
密
植
栽

培
雪
害
調
査
と
同
じ
方
法

で
行
い
、
各
園
地
５
～
10

本
の
標
本
木
を
選
出
し
、

１
８
０
㌢
以
下
の
側
枝
と

枝
折
れ
の
本
数
を
数
え
ま

し
た
。

　

調
査
し
た
側
枝
１
３
９
５ 

本
の
う
ち
、
折
れ
た
本
数

は
１
０
２
本
で
、
被
害
率

は
７
％
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
内
、
定
稙
６
年
目
と

４
年
目
の
８
園
地
で
は

４
％
と
被
害
が
少
な
く
、

経
営
モ
デ
ル
園
が
１
、２

年
目
の
幼
木
が
多
い
こ
と

か
ら
12
％
と
や
や
被
害
が

大
き
い
結
果
と
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
定
植
１
、

２
年
目
の
園
地
で
は
、
今

春
に
着
果
さ
せ
る
量
は
ま
だ
少

な
い
こ
と
か
ら
、
収
量
に
影
響

は
な
く
、
被
害
は
非
常
に
限
定

的
と
み
ら
れ
ま
す
。

　

弘
果
総
研
は
「
今
年
は
最
深

積
雪
時
で
１
６
０
㌢
を
超
え
ま

し
た
が
、
雪
害
は
丸
葉
栽
培
や

慣
行
わ
い
化
栽
培
に
比
べ
少

な
い
で
す
。
そ
の
理
由
と
し

て
、
高
密
稙
栽
培
は
樹
上
に
雪

が
積
も
ら
な
い
樹
形
で
あ
る
こ

と
や
、
側
枝
を
下
へ
引
っ
張
る

下
垂
誘
引
を
お
こ
な
っ
て
お

り
、
下
方
向
へ

引
っ
張
ら
れ
る

力
が
緩
和
さ
れ

る
こ
と
と
、
樹

列
が
一
列
に
並

ん
で
い
る
こ
と

で
、
融
雪
剤
等

の
対
策
を
行
い

や
す
い
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
ま

す
」
と
被
害
が

軽
微
だ
っ
た
要

因
を
説
明
し
ま

し
た
。
ま
た

「
高
密
植
栽
培

は
実
際
の
結
果

１６０㌢の積雪となった高密植栽培経営モデル園１６０㌢の積雪となった高密植栽培経営モデル園

弘

果

弘

果

津
軽
り
ん
ご
市
場

津
軽
り
ん
ご
市
場

　

両
市
場
と
も
６
年
産
取
引
の
最
後
を
飾
る
競
売
前
の

セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
挨
拶
、
手
締
め
、
乾
杯
で
景
気
付

け
を
行
い
、
競
売
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

午
前
８
時
よ
り
行
わ
れ

た
止
市
に
は
、
買
参
人
約

２
０
０
人
、
生
産
者
約

３
５
０
人
が
来
場
し
ま
し

た
。
当
日
は
１
万
２
２
４

箱
（
前
年
比
77
・
７
％
）
が

入
荷
し
、「
ふ
じ
」
の
上

実
が
高
値
１
万
５
１
２
０

円
（
同
82
・
４
％
）
～
中 

値
１
万
２
９
６
０
円
（
同

１
０
０
％
）
～
安
値
１
万 

８
０
０
円
（
同
１
０
０
％
）、

小
玉
が
高
値
１
万
２
９
６
０

円
（
同
92
・
３
％
）
～
中
値 

１
万
１
８
８
０
円
（
同

１
０
０
％
）
～
安
値
１
万 

８
０
０
円
（
同
１
０
０
％
）

で
の
取
引
と
な
り
ま
し
た
。

　

會
田
一
男
専
務
は
６
年
産

の
販
売
に
つ
い
て
「
生
産
者

の
皆
様
の
努
力
に
よ
り
食
味

良
く
仕
上
が
っ
た
結
果
引
き

合
い
が
強
く
、
上
実
か
ら
下

位
等
級
品
ま
で
高
値
基
調
で

推
移
し
ま
し
た
」
と
締
め
く

く
り
、７
年
産
に
向
け
て「
大

雪
で
被
害
に
遭
っ
た
生
産
者

は
、
大
変
か
と
は
思
い
ま
す

が
早
め
に
対
処
し
て
、
り
ん

ご
の
生
産
量
を
減
ら
さ
な
い

よ
う
に
頑
張
っ
て
い
た
だ
き

た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
産
の
取
扱
数

量
は
４
３
９
万
４
２
８
箱

（
同
１
０
３
・
７
％
）、
平

均
単
価
６
８
２
０
円
（
同

１
１
１
％
）と
な
り
ま
し
た
。

　

午
前
10
時
よ
り
行
わ
れ

た
止
市
に
は
、
買
参
人
約

70
人
、
生
産
者
約
３
０
０

人
が
来
場
し
ま
し
た
。
当

日
は
７
４
３
６
箱
（
前
年

比
79
・
８
％
）
が
入
荷
し
、 

「
ふ
じ
」
の
上
実
が
高
値
１
万 

６
２
０
０
円
（
同
88
・
２
％
）

～
中
値
１
万
２
９
６
０

円
（
同
１
０
０
％
）
～

安
値
１
万
８
０
０
円
（
同

１
０
０
％
）、
小
玉
が
高

値
１
万
４
０
４
０
円
（
同

１
０
０
％
）
～
中
値
１
万 

１
８
８
０
円
（
同
１
０
０
％
） 

～
安
値
１
万
８
０
０
円
（
同

１
０
０
％
）
で
の
取
引

と
な
り
ま
し
た
。

　

齋
藤
彰
寿
取
締
役
営

業
部
長
は
６
年
産
の
販

売
に
つ
い
て
「
暑
さ
の

影
響
で
着
色
不
良
が

見
受
け
ら
れ
ま
し
た

が
、
糖
度
が
高
く
食
味

良
好
で
し
た
。
競
合
果

実
を
含
む
果
物
全
般
が

品
薄
基
調
の
中
、
食
味

の
良
さ
か
ら
下
位
等
級

品
を
含
め
引
き
合
い
が

強
く
、
堅
調
に
取
引
さ

れ
ま
し
た
」
と
締
め
く

く
り
、
７
年
産
に
向
け

て
「
大
雪
の
影
響
等
の

懸
念
事
項
は
あ
り
ま
す

が
、
引
き
続
き
食
味
良

好
な
り
ん
ご
生
産
を
期

待
し
た
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
産
の
取

扱
数
量
は
２
１
６
万 

５
１
４
箱
（
同
96
・

５
％
）、
平
均
単
価

は
６
７
６
５
円
（
同

１
１
２
・
５
％
）
と
な

り
ま
し
た
。

と
は
違
う
憶
測
で
の
意
見
も

多
い
で
す
が
、
今
年
の
大
雪

に
よ
り
、
他
の
栽
培
方
法
よ

り
雪
に
強
い
こ
と
が
証
明
さ

れ
た
と
思
い
ま
す
。
今
後
も

こ
の
栽
培
に
つ
い
て
調
査
を

行
い
、
栽
培
管
理
や
収
穫
さ

れ
た
り
ん
ご
の
品
質
な
ど
、

様
々
な
デ
ー
タ
を
通
じ
、
こ

の
栽
培
に
つ
い
て
発
信
し
て

い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

※
本
文
中
の
単
価
、
金
額
は
全
て
消
費
税
込
み
で
す
。

りんご高密植栽培園地りんご高密植栽培園地雪害雪害被害少なく被害少なく



ひ ろ か だ よ り （2）

家
業
で
あ
る
「
農
業
」
に
希
望
を
見
出
し
、
夢
に

向
け
努
力
す
る
期
待
の
後
継
者
を
紹
介
し
ま
す
。

【
園
地
所
在
地
】
藤
崎
町
富
柳

【
作
付
状
況
】
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
・

１
０
０
坪
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
・
10
㌃
、
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
・
10
㌃
、
葉
物
類
各
種
、
他

【
就
農
年
】
２
０
１
７
年

り
ょ
う
や

り
ょ
う
や

石
岡
　
諒
耶

石
岡
　
諒
耶
さ
ん
さ
ん

（28）（28）

　

弘
果
ス
キ
ー
レ
ー
シ
ン
グ

ク
ラ
ブ
後
援
会
で
は
４
月
22

日
、
同
ク
ラ
ブ
所
属
の
土
屋

正
恵
選
手
、
横
濵
汐
莉
選
手

の
活
躍
を
讃
え
る
成
績
報
告

【
き
っ
か
け
】
米
を
中
心
に
栽
培

す
る
農
家
に
生
ま
れ
育
ち
ま
し

た
。
や
が
て
家
業
を
継
ぐ
こ
と
を

念
頭
に
、
青
森
県
営
農
大
学
校
の

畑
作
専
攻
に
進
み
、
卒
業
後
は
家

業
の
手
伝
い
を
し
て
い
ま
し
た
。

日
々
の
仕
事
に
追
わ
れ
る
中
、
家

業
の
将
来
を
見
据
え
て
、
自
分
で
も
新
た
な

品
目
を
栽
培
し
て
い
き
た
い
と
思
い
、
ミ
ニ

ト
マ
ト
を
は
じ
め
様
々
な
野
菜
を
栽
培
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
に

着
目
し
、
苗
を
手
に
入
れ
て
定
植
し
て
み
ま

し
た
が
、
今
後
の
栽
培
管
理
等
に
不
安
が
あ

る
中
で
、
営
農
大
時
代
の
同
級
生
が
弘
果
の

農
産
指
導
課
に
お
り
、
色
々
と
相
談
に
乗
っ

て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
同
級
生
の
勧

め
も
あ
り
、
弘
果
へ
出
荷
す
る
こ
と
を
決
め

て
、栽
培
指
導
を
仰
ぎ
、シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ

ト
生
産
者
と
し
て
も
本
格
的
に
歩
み
だ
し
ま

し
た
。

【
現
在
】
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
生
産
に
お

い
て
、
弘
果
の
栽
培
指
導
、
出
荷
・
販
売
面

で
の
サ
ポ
ー
ト
が
非
常
に
心
強
く
、
今
後
の

本
格
的
な
出
荷
に
向
け
て
栽
培
管
理
に
努
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、家
業
の
稲
作
を
は
じ
め
、

多
角
的
な
農
業
経
営
と
ま
で
は
言
い
ま
せ
ん

が
、
栽
培
す
る
品
目
の
選
定
を
常
に
行
い
、

基
盤
確
立
に
向
け
て
日
々
励
ん
で
い
ま
す
。

【
夢
・
展
望
】
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
栽
培

を
軌
道
に
乗
せ
て
い
く
事
は
勿
論
、
将
来
を

見
据
え
た
規
模
の
拡
大
を
考
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
今
年
か
ら
、ニ
ム
ラ
サ
ラ
ダ（
ス
ナ
ッ

プ
エ
ン
ド
ウ
）
の
栽
培
に
挑
戦
し
ま
す
。
弘

果
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド「
つ
が
り
あ
ん
」

の
品
目
に
も
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
の

で
、
高
品
質
な
生
産
を
目
指
し
、
無
事
に
出

荷
で
き
る
よ
う
に
、
今
か
ら
期
待
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。

【
座
右
の
銘
】「
雪
が
溶
け
て
消
え
る
よ
う
に

僕
の
命
も
終
わ
り
が
あ
っ
て
だ
か
ら
こ
そ
輝

け
る
」
大
好
き
な
バ
ン
ド
「
Ｕ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
ｗ
ｏ

ｒ
ｌ
ｄ
（
ウ
ー
バ
ー
ワ
ー
ル
ド
）」
の
、
あ

る
歌
詞
の
一
節
で
す
。
何
事
も
終
わ
り
が
あ

る
か
ら
頑
張
れ
る
と
思
い
、
仕
事
そ
し
て
人

生
を
、
何
も
し
な
い
よ
り
は
充
実
の
後
悔
を

し
た
方
が
良
い
と
い
う
姿
勢
で
、
前
向
き
に

一
生
懸
命
に
取
り
組
ん
で
生
き
て
い
き
た
い

で
す
。

会
を
弘
前
市
の
フ
ォ
ル
ト
ー

ナ
に
お
い
て
開
催
し
ま
し

た
。

　

成
績
報
告
会
に
は
弘
果

社
員
や
後
援
会
関
係
者
ら

１
２
４
名
が
出
席
し
、
世
界

選
手
権
へ
の
出
場
や
、
全
日

本
ス
キ
ー
選
手
権
を
は
じ
め

シーズン成績報告会開催
と
す
る
各
大

会
で
の
優
勝

や
上
位
入
賞

等
、
輝
か
し

い
戦
績
が
紹

介
さ
れ
ま
し

た
。
今
シ
ー

ズ
ン
を
振
り

返
り
、
土
屋

選
手
は
「
出

場
し
た
多
く

の
大
会
で
、

２
人
で
表
彰

台
に
上
が
れ

て
良
か
っ
た

で
す
。
皆
さ

ん
の
期
待
に

応
え
た
い
と
い
う
一
心
で
頑

張
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

と
話
し
、
横
濵
選
手
は
「
目

標
と
し
て
い
た
世
界
選
手
権

へ
の
出
場
と
、
国
ス
ポ
で
の

表
彰
台
入
り
を
果
た
す
こ
と

が
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。

皆
さ
ん
の
応
援
が
力
に
な
り

ま
し
た
」
と
感
謝

を
伝
え
ま
し
た
。

　

来
年
２
月
に

は
、
ミ
ラ
ノ
・
コ

ル
テ
ィ
ナ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
出
場
に
向

け
て
土
屋
選
手
は

「
ま
ず
は
出
場
を

確
定
さ
せ
ら
れ
る

よ
う
に
、
練
習
を

積
み
重
ね
、
世
界

で
戦
え
る
力
を
つ

け
て
い
き
た
い
で

す
」と
意
気
込
み
、

横
濵
選
手
は
「
課

題
を
克
服
し
て
実

力
を
伸
ば
し
、
少

し
で
も
可
能
性
の

あ
る
限
り
出
場
の

権
利
を
つ
か
み
た

い
で
す
」
と
熱
意

を
み
せ
ま
し
た
。

今シーズンの活躍を讃えた今シーズンの活躍を讃えた
横濵選手（左）土屋選手 ( 右 )横濵選手（左）土屋選手 ( 右 )

　

そ
菜
部
で
は
、

生
産
者
の
高
齢
化

や
、
野
菜
作
付
面

積
の
減
少
を
少
し

で
も
改
善
す
る
た

め
、
機
械
化
が
可

能
で
労
力
軽
減
が

期
待
で
き
、
温
暖

な
気
候
を
好
む
品

目
「
里
芋
」
に
着

目
し
、
産
地
化
を

目
指
し
て
い
ま

す
。

　

そ
の
取
り
組
み

の
一
つ
と
し
て
４

月
26
日
、
里
芋
栽

培
勉
強
会
が
初
め
て
開
催
さ

れ
、
生
産
者
と
弘
果
職
員
あ

わ
せ
て
約
40
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
勉
強
会
で
は
弘
果
職

員
が
講
師
と
な
り
、
令
和
７

年
度
の
里
芋
の
栽
培
暦
や
使

用
す
る
農
薬
、
出
荷
基
準
な

ど
の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
配
布
さ
れ
た
資
料

を
見
な
が
ら
熱
心
な
様
子
で

聞
い
て
い
ま
し
た
。
ま
た
勉

強
会
の
終
盤
に
は
、
貸
出
用

の
農
機
具
を
実
際
に
見
な
が

ら
使
い
方
な
ど
を
説
明
す
る

場
面
も
あ
り
、
参
加
者
か
ら

多
く
の
質
問
が
飛
び
出
し
ま

し
た
。

　

勉
強
会
に
参
加
し
た
生
産

者
は
、「
里
芋
栽
培
勉
強
会

が
初
開
催
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
で
参
加
し
ま
し
た
が
、
自

分
自
身
、
里
芋
の
栽
培
を
始

め
て
か
ら
ま
だ
日
は
浅
い
の

で
と
て
も
参
考
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
栽
培
に
力
を

い
れ
て
い
き
た
い
で
す
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
菜
部
で
は
、
里
芋
の
栽

培
者
を
募
集
し
て
お
り
ま

す
。
関
係
す
る
農
機
具
の
貸

し
出
し
も
行
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
詳
細
は
そ
菜
部
、
農

産
指
導
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

里芋栽培に関心がある生産者で盛況な勉強会里芋栽培に関心がある生産者で盛況な勉強会

産地化を目指し里芋栽培勉強会初開催


